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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成28年５月11日に公表した平成29年３月期通期連結業績予想及び期末配当

予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について  

平成29年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

172,000 

百万円 

6,000 

百万円 

6,300 

百万円 

4,000 

円 銭 

165.95 

今回修正予想(B) 171,000 7,800 8,000 4,800 199.14 

増減額(B-A) △ 1,000 1,800 1,700 800  

増減率(%) △ 0.6 30.0 27.0 20.0  

(ご参考)前期実績 

(平成 28 年３月期) 
168,141 5,586 5,281 3,988 164.67 

（修正の理由） 

第２四半期連結業績につきましては、売上高はほぼ想定どおりとなり、営業利益、経常利益及び親会

社株主に帰属する四半期純利益については、原材料やエネルギー関連のコストダウン等がエコ事業を中

心に順調に推移したことから、利益率の改善により増益となりました。 

 通期連結業績予想につきましては、売上高は為替相場が計画より円高に推移しておりますことから、

円換算後の海外市場における売上高が目減りし、前回発表予想を下回る見通しです。一方、利益面につ

いては引続きコストダウン効果や各種合理化効果による利益率改善が見込まれることから、上記のとお

り前回発表予想を上回ると予想しております。 

 

（注）１．上記の業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基
づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が有ります。 

   ２．当社は、平成 28 年 10 月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。
前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定し
ております。 

 

 



 

 

２．配当予想の修正について  

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

前回予想 

(平成28年５月11日発表) 
－ 5.00 － 25.00 － 

今回修正予想 － － － 35.00 － 

当期実績 － 5.00 －   

前期実績 

(平成 28 年３月期) 
－ 5.25 － 4.75 10.00 

（修正の理由） 

当社の資本政策は、自己資本当期純利益率(ROE)を重視した効率的な経営に努め、株主還元の充実と

財務の健全性及び戦略的投資のバランスを最適化することで、企業価値の向上を図ることを基本として

おります。また、株主還元方針としては、配当性向 30%以上を目標とし、業績に連動した利益還元を目

指しつつ、安定的な配当を維持することを基本方針としております。 

 この基本方針のもと、今回の通期連結業績予想の修正を踏まえ、平成 29 年３月期末の配当予想を１

株当たり 25 円から１株当たり 35円に修正いたします。 

 なお、本件は平成 29 年６月開催予定の第 101 回定時株主総会の決議をもって正式に決定、実施する

予定です。 

 

（注）当社は、平成 28 年 10 月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。平
成 28 年３月期及び平成 29 年３月期第２四半期については当該株式併合前の実際の配当金の額を記
載しております。 

 

 

以 上 


